
これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は 12月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

質
問　

来
年
度
に
介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
市
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

も
策
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
機
会
に
制
度
を
検
証
し
、
市
民

が
安
心
で
き
る
制
度
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
負
担
や
食

費
・
居
住
費
の
全
額
自
己
負
担
が
重
く
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
抑
制
し
て
い
る
人
が

い
る
。
市
独
自
の
軽
減
対
策
が
必
要
。

答
弁　

必
要
な
対
策
は
と
る
。

質
問　

要
介
護
認
定
は
家
族
状
況
や
本

人
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

一
部
実
状
に
合
わ
な
い
事
例
も

あ
る
の
で
、
弾
力
的
に
運
用
し
た
い
。

質
問　

支
給
限
度
額
内
で
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
等
で
き
な
い
場
合
等
の
市
独

自
対
策
を
。

答
弁　

検
討
す
る
。

質
問　

介
護
職
員
の
人
材
不
足
の
実

態
は
。
ま
た
、
昨
年
度
の
報
酬
引
上
げ

の
効
果
と
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
に
よ

る
月
１・
５
万
円
の
引
き
上
げ
目
標
は
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
指
定
管
理
は
4

年
の
契
約
で
、
安
定
し
た
雇
用
を
望
む

職
員
は
不
安
で
あ
り
、
対
策
が
必
要
。

答
弁　

待
遇
改
善
目
標
に
は
到
達
し
て

い
な
い
。
指
定
管
理
者
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
協
議
を
す
る
。

質
問　

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
を
解
消

す
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

質
問　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
で

は
、
事
業
者
の
実
態
調
査
や
市
民
、
利
用

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
実
施
す
べ
き
。

質
問　

当
市
は
「
ノ
ー
モ
ア
・
ミ
ナ
マ

タ
新
潟
全
被
害
者
救
済
訴
訟
」
の
原
告

の
も
っ
と
も
多
い
地
域
。

　

偏
見
差
別
等
で
、
手
を
あ
げ
ら
れ
な

い
多
数
の
潜
在
被
害
者
が
推
測
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
広
報
活
動
を
や
っ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
救
済
す
べ
き
被
害

者
が
環
境
省
に
申
請
す
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

質
問　

市
主
催
の「
水
俣
病
を
知
る
会
」

（
仮
称
）
を
、
阿
賀
野
患
者
会
会
員
の

語
り
部
を
招
い
て
開
催
で
き
な
い
か
。

質
問　

阿
賀
野
患
者
会
が
強
く
希
望
し

て
い
る
慰
霊
碑
の
建
立
、
慰
霊
祭
の
開

催
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

宮脇　雅夫 議員

質
問　

昨
年
12
月
定
例
会
で
の
私
の

一
般
質
問
や
議
会
で
の
決
議
に
対
し
、

市
長
は
「
宣
言
」
に
向
け
、
そ
の
準
備

に
入
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
私
は
言
葉
だ

け
で
な
く
、
行
動
で
示
し
て
頂
き
た
い

と
注
文
を
つ
け
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
期
待
し
て
い
た
。
広
島
、
長
崎
の

国
際
会
議
も
終
わ
り
、
8
月
15
日
も
過

ぎ
た
が
、
何
の
動
き
も
見
え
な
い
。
平

和
の
問
題
に
対
す
る
市
民
へ
の
大
切
な

ア
ピ
ー
ル
の
機
会
と
思
う
の
で
、
改
め

て
市
長
の
姿
勢
を
問
う
。

答
弁　

原
爆
の
投
下
さ
れ
た
日
や
、

終
戦
の
日
は
過
ぎ
た
が
、
10
月
9
日
に

予
定
し
て
い
る
「
戦
没
者
追
悼
式
」
に

合
わ
せ
て
「
宣
言
」
を
実
施
す
る
べ
く
、

関
係
課
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
一
般

の
市
民
の
皆
様
に
も
今
以
上
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
戦
争
の

な
い
恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
一
層
強
く

し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、
市
役
所
敷

地
内
に
「
非
核
平
和
宣
言
都
市
」
で
あ

る
こ
と
の
表
示
板
を
設
置
す
る
。

質
問　

就
学
援
助
の
対
象
品
目
拡
大

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
新
た
に
、
ク

ラ
ブ
活
動
費
、
学
級
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
が
国
庫
補
助
対
象
に
追
加
さ
れ
た
。

本
市
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　

補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改

正
を
受
け
、
9
月
の
教
育
委
員
会
定
例

会
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
改
正
趣
旨
を
要
保
護
児
童
生

徒
か
ら
準
要
保
護
児
童
生
徒
に
広
げ
る

為
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
就

学
援
助
制
度
の
充
実
に
向
け
理
解
と
協

力
を
お
願
い
す
る
。

質
問　

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
会

議
も
5
回
を
か
ぞ
え
、
年
内
に
中
間
答

申
と
の
こ
と
。
市
民
レ
ベ
ル
の
目
線
で

の
論
議
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
、
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁　

答
申
草
案
を
調
整
中
。
今
後

の
見
通
し
は
、
答
申
が
出
て
い
な
い
現

段
階
で
の
コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
頂

く
。

倉島　良司 議員

質
問　

幼
い
姉
弟
が
母
親
の
育
児
放
棄

で
死
亡
し
た
大
阪
市
の
事
件
な
ど
、
深

刻
な
児
童
虐
待
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

行
政
の
援
助
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
け
な

い
「
孤
立
」
す
る
家
庭
・
親
を
支
え
て
い

け
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
が
、
当
市
の
現
状
と
防
止
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
体

制
を
強
化
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

答
弁　

児
童
虐
待
件
数
は
、
平
成
18
年

度
に
は
14
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
21

年
度
に
は
38
件
に
増
加
。
虐
待
相
談
の
内

訳
と
し
て
は
、
身
体
的
虐
待
が
15
件
、
心

理
的
虐
待
が
14
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

の
著
し
い
怠
慢
）が
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
は
、「
児
童

虐
待
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
作
成
と
、

組
織
体
制
の
強
化
・
職
員
の
増
員
等
に
よ

る
支
援
体
制
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
に
で
き
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
最
大
限
活
用
し
て
い

く
べ
き
。
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
基
に
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
独
自
の
活
用
策
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

１
点
目
に
太
陽
光
発
電
関
連
企

業
や
風
力
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
既
に
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
１
社
に
対
し
て
折
衝
中
。
２

点
目
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
推
進
と
し

て
、
国
の
設
置
補
助
に
プ
ラ
ス
し
て
、
市

内
業
者
へ
の
発
注
を
条
件
に
補
助
を
す
る

制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

原
付
バ
イ
ク
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
発
行
し
、
地
域
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

当
市
で
も
地
域
振
興
、
知
名
度
ア
ッ
プ
と

い
う
観
点
か
ら
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答
弁　

広
域
的
な
Ｐ
Ｒ
効
果
、
制
作
費

等
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
税
収

な
ど
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
今
し
ば
ら

く
は
現
行
の
ま
ま
い
き
た
い
。

村上　清彦 議員

非核

非核平和宣言都市

質
問　

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

経
済
の
低
迷
に
加
え
、
公
共
工
事
予
算

が
大
幅
減
さ
れ
、
経
営
に
お
い
て
危
機

的
な
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
業
界
の

経
営
環
境
は
、
極
め
て
深
刻
な
直
面
を

迎
え
て
い
る
。
今
以
上
に
公
共
工
事
予

算
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
業
界
が
衰
退
す

る
ば
か
り
か
、
正
規
の
雇
用
の
削
減
失

業
に
よ
り
地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
多

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
公
共
工
事
の
増
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

事
業
費
の
減
少
は
、
業
界
に

と
っ
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
下
水
道
事
業
は
こ
れ
ま

で
膨
大
な
金
額
と
時
間
を
費
や
し
て
お

り
、
一
刻
も
早
く
整
備
を
終
了
し
、
接

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
下
水
道
事
業

の
み
を
単
独
と
し
て
考
え
る
事
は
で
き

な
い
が
市
全
体
の
財
政
状
況
が
ゆ
る
す

限
り
増
額
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

工
事
入
札
に
お
い
て
設
定
さ
れ

る
最
低
制
限
価
格
85
％
の
根
拠
は
。

質
問　

新
病
院
建
設
は
、
早
期
の
新

築
を
基
本
と
し
て
規
模
、
機
能
を
協
議

す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
と
計

画
し
て
い
る
か
。
現
在
地
で
進
め
て
い

く
の
か
。

答
弁　

基
本
協
定
書
に
お
い
て
は
、

新
病
院
建
設
を
平
成
26
年
度
の
開
院
目

標
に
向
け
着
手
で
き
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
市
と
厚
生
連

の
代
表
で
協
議
会
を
設
置
し
場
所
や
規

模
、
機
能
を
協
議
し
た
い
。

質
問　

医
療
機
器
、
情
報
シ
ス
テ
ム

等
の
市
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
の
額
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁　

既
設
の
病
院
施
設
や
医
療

機
器
の
整
備
費
と
し
て
毎
年
６
，

０
０
０
万
円
。
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

費
用
と
し
て
2
億
７
，０
０
０
万
円
を

見
込
み
計
上
。

　

既
設
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、

新
病
院
が
開
院
す
る
ま
で
の
間
、
診
療

行
為
に
支
障
が
出
な
い
範
囲
で
の
補
修

が
必
要
で
あ
り
、
協
議
会
で
協
議
し
、

計
画
を
立
て
た
中
で
予
算
化
し
て
い
き

た
い
。

答
弁

池田　　強 議員


